
皮膚・排泄ケア

[講義]　第４学年　後期　選択　1単位

《履修上の留意事項》令和２年度は前期開講とする。

面接授業のみ実施

《担当者名》平畠　弘美（非）

【概　要】

　人工肛門、人工膀胱の造設や褥瘡などの創傷及び失禁に伴って生じる問題をアセスメントしてケアするための知識・技術を

学習する。

【学習目標】

　1. スキンケアについて理解できる。

　2. 創傷および創傷のケアについて理解できる。

　3. ストーマケアについて理解できる。

　4. 失禁ケアについて理解できる。

　5. 皮膚・排泄ケアを必要とする対象者について理解できる。

【学習内容】

回 テーマ 授業内容および学習課題 担当者

1 皮膚・排泄ケア概論 1. 皮膚・排泄ケア看護の概念と歴史 平畠

2 スキンケア 1. スキンケアの基礎知識

2. 脆弱な皮膚に対するスキンケア

3. 放射線性皮膚炎に対する予防的保湿ケア

平畠

3 創傷ケア 1. 創傷治癒過程

2. 褥瘡発生機序とリスクアセスメント

平畠

4 創傷ケア 1. 褥瘡および創傷の予防ケア

2. 難治性創傷管理

平畠

5 ストーマケア 1. 消化器ストーマの基礎知識とケア 平畠

6 ストーマケア 1. オストメイトの生活について

2. ストーマ症例・装具選択

3. オストメイトの災害時対応

平畠

7 失禁ケア 1. 尿失禁の基礎知識とケア 平畠

8 失禁ケア 1. 便失禁の基礎知識とケア

2．超高齢社会の排泄ケア

平畠

【評価方法】

　毎回講義時に行うQuiz 講義前・後（配布資料から）100％

【備　考】

　教科書　： その都度プリントを配布する。

　参考書　：1. 一般社団法人　日本創傷・オストミー・失禁管理学会編：スキンケアガイドブック,照林社,2017.

2. 一般社団法人　日本創傷・オストミー・失禁管理学会編：排泄ケアガイドブック,照林社,2017.

3. 日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会　日本大腸肛門病学会編:消化管ストーマ関連合併症の予防と治

療・ケアの手引き,金原出版社,2018.

【学習の準備】

　配布したプリントに目を通し、授業の振り返りを行い疑問点があれば次回講義で解決する。(10分程度)

【ディプロマ・ポリシー(学位授与方針)との関連】

DP2,1

【実務経験】

看護師；皮膚排泄ケア認定看護師、訪問看護ステーション看護師と共同した在宅患者同行訪問看護を実践している。



【実務経験を活かした教育内容】

認定看護師研修センターでの皮膚・排泄ケア認定看護師としての実務経験を通じて得た知識・技術・態度等を活用し、実践的な

教育を行う。


